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役員・評議員の報酬及び旅費規程 

 

 

（ 目 的 ） 

第１条 この規程は、社会福祉法人神港園定款第九条及び第二四条に基づき、常勤又

はこれに準ずる勤務をする役員、それ以外の役員(以下、「非業務執行理事等」

という。)、評議員、評議員選任解任委員及び第三者委員(以下「委員等」とい

う。)の報酬等について定めるものとする。 

 

（役員の報酬等） 

第２条 役員がその任において法人の業務を処理するため、常勤又はこれに準ずる勤

務をする場合は、次により報酬（給与等）を支給する。 

(１) 理事長及び業務執行理事が勤務する場合には、別表１の通り報酬(給与等)

を支給する。 

(２) 賞与は、事業の成績に応じ、前号に定める月額の３か月分を超えない範囲

で、夏季・冬季に分けて支給する。 

２. 神港園職員が在籍のまま理事長及び業務執行理事以外の理事である期間は、

職員の給与に関する規程に基づき、給与を支給する。 

３. 理事長及び業務執行理事が職務のため出張をしたときは、経済的な通常の経

路及び方法により出張した場合によって計算された旅費、もしくは用務上の必

要や天災その他やむを得ない事情により最も経済的な通常の経路又は方法によ

って出張し難い場合には、その現によった経路及び方法によって計算された旅

費の実費相当額（交通費(鉄道賃、船賃、航空費、車賃とする。)）及び日額１

万円の報酬を支給する。 

 

（非業務執行理事等及び評議員並びに委員等の報酬等） 

第３条 非業務執行理事等及び評議員並びに委員等に対する報酬の額は、別表２の通

り報酬等の区分に応じて支給する。 

２. 神港園職員が在籍のまま委員等である期間は、職員の給与に関する規程に基

づき、給与を支給する。 

３. 非業務執行理事等及び評議員が職務のため出張をしたときは、経済的な通常

の経路及び方法により出張した場合によって計算された旅費、もしくは用務上

の必要や天災その他やむを得ない事情により最も経済的な通常の経路又は方法

によって出張し難い場合には、その現によった経路及び方法によって計算され

た旅費の実費相当額（交通費(鉄道賃、船賃、航空費、車賃とする。)）及び日

額１万円の報酬を支給する。 
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（ 公 表 ） 

第４条 この規程をもって、社会福祉法第５９条の２第１項第２号に定める報酬等の

支給の基準として公表する。 

 

（ 改 廃 ）  

第５条 この規程の改廃は、評議員会の承認を受けて行う。 

 

 

付 則 

 

       この規程は、平成 元年 ４月 １日から施行する。 

一部改定し、平成１０年 ５月 １日から施行する。 

一部改定し、平成１０年１０月 １日から施行する。 

一部改定し、平成１１年 ５月２２日から施行する。 

一部改定し、平成１２年 ４月 １日から施行する。 

一部改定し、平成１４年 ２月 １日から施行する。 

一部改定し、平成２０年１０月 １日から施行する。 

一部改定し、平成２５年 ５月２５日から施行する。 

一部改定し、平成２７年 ４月 １日から施行する。 

一部改定し、平成２９年 ７月 １日から施行する。 
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役員・評議員の報酬及び旅費規程(別表) 

平成29年7月1日施行 

 

別表１(理事長及び業務執行理事の報酬) 

役職名 報酬月額 

理事長 ４００,０００円～１,０００,０００円 

常務理事(業務執行理事) ２００,０００円～５００,０００円 

 

別表２(非業務理事等及び評議員並びに委員等の報酬) 

  (１)評議員 

 

 

 

 

  (２)理事・監事 

 

 

 

 

 

  (３)委員等 

 

 

 

 報酬(税額控除後) 

評議員会への出席 ２０,０００円 

上記の他、法人業務のための出勤 １０,０００円 

 報酬(税額控除後) 

理事会等会議への出席 ２０,０００円 

監事監査への出席 ４０,０００円 

上記の他、法人業務のための出勤 １０,０００円 

 報酬(税額控除後) 

評議員選任解任委員会への出席 １０,０００円 

第三者委員会への出席 １０,０００円 

上記の他、法人業務のための出勤 １０,０００円 
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